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巻頭言

労働災害防止対策の進歩と 
今後の方向

ҏ　౻　ਖ਼　ਓ

わが国の࿑働֐ࡂは，建設࿑働֐ࡂをؚめ，ত࿨
36 年にピークにୡし，そのޙは௕ظにわたり減গ܏
ࠒが発生したࡂをଓけてきた。しかし，౦日本大਒޲
をڥに増Ճ޲܏でਪ移しており，さらに建設౤資の֦
大とともに増Ճすることのないよう，建設࢈業の安全
Ӵ生水準の一૚の޲上を図る必要が͋る。そこで，こ
れまで安全Ӵ生水準が޲上してきた要Ҽについて考࡯
するとともに，ޙࠓさらにऔり૊Ή΂き対策について
考͑てみたい。
安全Ӵ生水準޲上の第 1の要Ҽは，൵ࢂな࿑働֐ࡂ
をݧܦし，͋るいはまの͋たりにした，作業ऀをは͡
めとする関ऀ܎の「࿑働֐ࡂは͋ってはならない」と
の௧੾な思いと安全意ࣝによって，׆発な安全׆動が
ల開されたことで͋る。近年໨につく֐ࡂ発生要Ҽは，
「ຐがࠩした」としか思͑ないਓ的ϛスで͋り，安全
意ࣝのߴ༲を図ることが一૚ॏ要となっている。その
ための具体的な手立てとしては，ڭҭݚम，安全Ӵ生
大会や安全ࡇئفの開࠵，大会๯಄での٘ਜ਼ऀに対す
る໧౲，ਨれນやポスターの掲示，標語のื集，表জ
などが考͑られる。これらのऔ૊のதには，効果の༗
ແがෆ໌ྎで͋り，௠෗なものとしてܰ視されがͪな
ものも͋るが，いͣれも௕年にわたって޿く支持され
てきた༏れた対策とडけࢭめたい。
第 2の要Ҽは，国による安全Ӵ生基準の設定とその
ॱकのపఈ，および࿑働อݥ特ผ会計࿑צࡂ定による
֐ࡂ，法ྩは܎੓支ԉાஔで͋る。࿑働安全Ӵ生関ࡒ
発生ঢ়گやࣾ会・ࡁܦ情੎の変化にԠ͡て改ਖ਼がなさ
れてきたが，േଇ෇きのٛ務ن定は，最௿基準にࢭま
ら͟るをಘないੑ格のもので͋り，౒ྗٛ務としてよ
り好ましい基準を示す必要が͋る。一方，࿑צࡂ定に
よるࡒ੓支ԉાஔについては，தখ建設工事業ऀやઐ
໳工事業ऀの安全Ӵ生水準を޲上させるための事業が
実施された݁果，ࢮ๢֐ࡂの減গだけでも਺ेഒのඅ
用対効果がಘられたとのデータが͋る。安全Ӵ生水準
の一૚の޲上を図るためには，国がより好ましい基準

を指針やガイドラインで示すとともに，࿑צࡂ定を用
いたϞデル事業を実施するなどして，その基準のී及
ଅਐを図ることが効果的と考͑られる。
第 3の要Ҽは，ا業のࣗ主的安全Ӵ生׆動で͋る。
࿑動֐ࡂを発生させれ͹，事業ऀが੹೚を問われるの
をは͡め，ࡁܦ的損ࣦ，ਓ的損ࣦ，৴用のࣦ௢，指名
業においてا等をটくことになる。このため，各ࢭఀ
は「安全第一」のスローガンの下に೤৺な安全׆動が
ల開されてきたが，近年，安全Ӵ生管理について๛෋
な஌ࣝとݧܦを༗するਓ材がෆ଍をདྷし，௕年にわ
たってഓってきた安全Ӵ生管理ϊウハウのܧঝがࠔ೉
となっている。また，「֐ࡂθロからݥةθロ΁」を
スローガンに，容ೝできないレベルのݥة༗֐要Ҽを
ະવに除ڈするためのリスクアセスϝントを実施する
ことが࣌୅のைྲྀとなっている。こうしたঢ়گをडけ
て，ܦӦトップのリーダーシップの下に，全ࣾ員が一
体となってリスクアセスϝントをは͡めとする安全Ӵ
生׆動を，計ը的かつܧଓ的にਐめる࿑働安全Ӵ生マ
ネジϝントシステムをߏஙし，運用する事業場が増Ճ
している。࿑働安全Ӵ生マネジϝントシステムは，௕
年にわたってਐาしてきた࿑働֐ࡂ防ࢭ対策の集大成
ともい͑るもので，各ا業におけるऔ૊のਐలがޙࠓ
の安全Ӵ生水準޲上のݤになると考͑られる。
Ҏ上，安全Ӵ生水準が޲上してきたࡾつの要Ҽとࠓ
について考͑てみたが，これらの要Ҽはਂく޲の方ޙ
関܎し߹っており，これらの要Ҽの当事ऀで͋る建設
ै事ऀ，行੓，ا業のऀࡾが連携・協働すれ͹，大き
なシφジー効果がظ଴できる。国の第 12 ࡂの࿑働࣍
体，業քஂஂࢭ防֐ࡂ計ըには，「行੓，࿑働ࢭ防֐
体等の連携・協働」がॏ点施策として掲͛られている
とこΖで͋り，建設業࿑働֐ࡂ防ࢭ協会は，ऀࡾの連
携・協働の֩となることがظ଴されている。
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